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新たな挑戦が必要な年です

職と住居を失った状態で年末年始を過ごした元派

遣労働者の方々の姿が連日報道され、厳しい経済状

況の中で2009年が始まりました。

アメリカではオバマ大統領誕生に沸き、変革へ大

きな期待が寄せられています。一方、日本では内閣

支持率の極端な低下で政治が停滞していますが、今

後は政治主導による変革を期待します。

百年に一度と言われるこの不況を乗り切るために

は、平時のように通常の仕事をこなしているばかり

ではなく、異常時に対応した「新たな挑戦」が必要

となります。個々の企業に見合った「新たな挑戦」

を見つけ出すことが、次への飛躍へとつながってい

くことになると考えています。

今後の経済を予測することは難しいことですが、

知恵を絞って新たな道を開拓することはできます。

私ども成和グループでは、渡辺会計事務所を中心

に、特色のある企業の皆様の立場に立ったサポート

の形を考えていきます。

今年もよろしくお願いいたします。

アジアビジネスセミナー２００８

ご参加ありがとうございました

2008年12月5日開催のアジアビジネスセミナー及

びその後の懇親会（会場：岐阜会館）では、約50名の

方々にご参加頂き、盛大に開催することができました。

セミナーでは、鄭新淑先生（農学博士）に、「日本

社会に触れて感じたこと・思うこと」をテーマに日本

と中国の文化の違いについて具体例をあげたお話しを

して頂きました。顔つきが似ている日中両国民ですが、

考え方や常識・習慣が随分と異なることを紹介して頂

き、「なぜ？」と思っていたことが「そうだったの

か」と納得できる点も多々ありました。

また、文化大革命の影響が教育の現場で大きかった

お話では、改めて第二次世界大戦終戦後から日中両国

が歩んだ道筋の違いを考えさせられました。現代中国

とは異なり、50代以上の人は高等教育を受ける機会を

奪われたことなどのお話には、平和な日本に暮らして

きた幸せを感じずにはいられませんでした。

セミナー終了後の懇親会では、参加して頂いた各企業の皆

様の自己紹介コーナーを設け、マイクを手に個性あふれるＰ

Ｒが行われました。異業種の交流の場にもなり、新たな繋が

りを作られた方々も見受けられました。

今後も皆様の交流の場を提供していきたいと思っています。

次の機会もぜひ皆様のご参加をお待ち申し上げます。
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鄭 新淑 先生（農学博士）
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上海成和ビジネスコンサルティング上海成和ビジネスコンサルティング

それでも中国はおもしろい！

上海成和ビジネスコンサルティングの

総経理：西澤民行が、パワーブレインテ

クノロジー㈱主催の中国進出セミナーで

講師を務めました。

中国に現地法人を設立した場合の「モ

ノ」と「ヒト」の動きから、外貨管理の

基礎と為替損益について具体的に解説を

行いました。

そして、「中国の抱える問題」人民

元・物価の高騰・バブル経済の崩壊

（？）など、上海駐在の実績を生かした

情報提供のあと、セミナーの結びとして

出た言葉が、「それでも中国は面白い」

でした。

セミナーでは、中国は様々な問題を抱

えていますが、それでも、進出する価値

のある国だと結論付けました。

（2008年10月24日）

総経理 西澤民行総経理 西澤民行

に貼り付けられているのを見かけます。一見、「福」が逆さ

まになるのは、幸福が倒れる、縁起が悪いと考えてしまいま

す。しかし、中国では、これは日本の「門松」や「しめ縄」

と近い意味があります。

中国語では、「倒」（倒れる）と

「到」（やって来る）が同じ発音で、

「福倒」（福が逆さまになる）と

「福到」（福がやって来る）が同じ

発音になります。すなわち、「福」

の漢字を逆さまに貼り付けた状態を

中国で発音すると、「福がやって来

る」となるわけです。

皆さんご存知の通り、中国では農

暦（太陰暦）で正月を祝い、これを

春節と呼びます。

春節を過ぎると季節は春に向かい、

春節はまさしく「迎春」となるわけ

です。春節を迎える中国では、

「福」の漢字が書かれた布（紙）が

逆さまに玄関のドアや入口付近の壁

海外駐在員
情報

年頭のご挨拶

時代は金融危機による世界恐慌の真只中に

あり、そんな中で迎える春節。暗い気持ちに

なりがちですが、「福」を逆さまに貼り付け

るような発想の転換で、気持ちだけは切らさ

ないよう乗り越えてゆきたいものです。春を

迎えない冬はなく、この先に待つのは、紛れ

もなく春なのですから。

当社入口ドアの「福」

税理士：渡邊利明〔渡辺会計事務所次長・㈱成和ビジネスコンサ

ルティング取締役〕が、北京大学において「中国・日本の租税制度

～税収構造編」をテーマに講演し、本格的な国際講演のデビューを

飾りました。

国 際 講 演 ： 北 京 大 学

日頃から国際税務の実務に関わってきた経験を生

かしながら、30名程の熱心な受講生を相手に、両国

の税法の仕組みや税収構造について、日中の比較を

交えて解説を行いました。

尚、講演終了の数日後には、北京大学現代日本研

究センターから、講演のお礼と感謝状が届きました。

【会場：北京大学歴史学部、2008年9月27日】

税理士 渡邊利明税理士 渡邊利明



活躍する企業の紹介 第4回『株式会社スナップ・スクリーン』

「Made in Japan」の品質を世界各国へ

「Made in Japan」の品質の重さをしっかりと受け止めた責任ある加工にて、世界各国のアパレル業

界に貢献する、二次加工（衣料品へのプリント・刺繍等）のプロ集団であるスナップグループ。

年々、複雑化・複合化する加工に対して、「少しでも安全な方法を提案することがスナップグルー

プの仕事の第一歩である」という考えのもとに、賛同する世界各国のビジネスパートナーも多い。

■ 株式会社スナップ･スクリーン（日本／岐阜県郡上市）

■ 上海思納普時装有限公司 （中国／上海）

■ 青島思納普時装有限公司 （中国／青島）

■ 代表 和田正康

■ 世界各国のアパレル業界への貢献を目指して

日本における商品企画と、中国現地ローカル企業では技

術的に困難とされる高付加価値加工を中国現地法人（上海・

青島）にて行うことにより、日中両国にて顧客のニーズに対応。

また、中国の加工工場に欧米の環境基準をクリアさせる事

により、日本、アメリカ、EU諸国のメジャーブランドの二次加

工（衣料品プリント・刺繍等）を幅広く手がける。

■ グローバル化の原点

1995年のグループ代表和田社長の脱サラによる起業（日本親会社の設

立）後まもなく、かねてからの中国におけるプリントビジネスのノウハウを活か

すべく、2000年に上海現地法人を設立。当初は敷地面積3,500㎡であった

工場も2年で約2倍の6,500㎡に拡大。その後、青島にも現地法人を設立。

■ さらなる成長にむけて

アメリカ向け商品のオファー拡大に対応すべく、スポーツブランドのメッカと

もいわれる中国福建省に新たに現地法人を設立し、スポーツ分野に特化し

た工場を稼動させ、この分野における企画力を強化。

日本 親会社 上海 現地法人 青島 現地法人

社 名 ㈱スナップ・スクリーン 上海思納普時装有限公司 青島思納普時装有限公司

所在地
◆本 店：岐阜県郡上市八幡町市島854-1

◆企画部：岐阜県郡上市八幡町初納527-2

中国上海市閔行区浦江鎮東風

村蘇召路1638

中国青島即墨市通済町街道

辧事処張家西城東村

代 表 和田 正康 和田 正康 和田 正康

事業

内容

衣料繊維製品へのプリント加工及び海外生

産の二次加工プレゼンテーション

衣料品へのプリント、

刺繍等二次加工全般

衣料品へのプリント、

刺繍等二次加工全般

連絡先

◆本 店：TEL 0575-62-3572 

◆企画部：TEL 0575-66-0315

E-mail:snap7627@rd.mmtr.or.jp

TEL  8621-64291142

E-mail:snapcgy@vip.163.com
TEL 0532-89065185

E-mail:snapqda@sdtele.net

■会社概要

(欧米環境基準をクリアした上海現地法人のプリントライン）

（和田 正康 代表）
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FPの話題

～新築住宅の瑕疵から購入者を守る法律～

住宅の欠陥に対する住宅供給者の責任を義務付ける法律

としては、平成12年4月に施行された「住宅の品質確保の

促進等に関する法律（以下、住宅品確法）」があり、新築

住宅の「構造耐力上主要な部分等」にあった瑕疵について

は、引渡しの日から10年間、その

瑕疵を補修する義務があります。

しかし、住宅供給者が倒産などを

起こし、当該義務を果たせない場合

が後を絶ちません。そこで、住宅供

給者が住宅品確法の義務を果たせる資力を事前に確保する

為の法律として、正式名称「特定住宅瑕疵担保責任の履行

の確保等に関する法律」が施行されました。この法律は、

平成21年10月1日以降に引き渡される新築住宅が対象と

なります。瑕疵担保責任の範囲は「構造耐力上主要な部

分」および「雨水の浸入を防止する部分」であり責任期間

は、引渡しから10年間となっています。

この法律により、住宅供給者は保証金の「供託」または

「保険」の加入が義務化され、万が一の場合には、そこか

ら必要な資金が支払われることになりました。これによっ

て、耐震偽造事件の被害者のように、住宅購入者がローン

を抱えながら、さらに瑕疵による欠陥を補修するための

ローンを組むような、二重ローンを避けるような枠組みが、

概ね構築されることとなりました。 （CFP 森 正興）

人事労務の話題

～中小企業緊急安定助成金制度～

◆ 岐 阜 ◆

渡辺会計事務所・成和社会保険労務士事務所

株式会社 成和ビジネスコンサルティング

岐阜市菅生2-3-19

TEL  058-295-7077

FAX  058-295-7078

◆名 古 屋◆

株式会社
成和ビジネスコンサルティング

名古屋市中区正木4-8-8-410

TEL 052-681-1005

FAX  052-681-1066

◆上 海（中国）◆

上海
成和ビジネスコンサルティング

上海市長寧区長寧路855号亨通国際大
厦12楼

TEL   +86-21-5237-6737
FAX  +86-21-5238-2779

◆ホーチミン（ベトナム）◆

ベトナム
成和ビジネスマネジメント

No.27, Thu Khoa Huan St., 
P. 8, Q. Tan Binh, Ho Chi Minh City

TEL +84-8-3246-0868

書 籍 の 紹 介

現在の厳しい状況を受け、政府は種々の雇用対策を打ち出し

ています。その中でも、昨年12月に創設された「中小企業緊

急雇用安定助成金」に対しては、即効性を求める中小企業から

公的機関への問い合わせや申請が殺到しています。

同助成金は、生産量や雇用量が減少した企業で、従業員を休

業させ、平均賃金の６割以上の休業手当を支払った場合などに

支給されます。従来からある「雇用調整助成金」より生産量・

雇用量の要件が緩和され、休業手当に対する助成率が3分の2

から5分の4に増加しました。

さらに、今月21日の新聞報道によると、厚生労働省は同助

成金及び既存の雇用調整助成金について、休業規模の要件の撤

廃を検討しています。休業する従業員数や休業日数が少ない小

規模休業についても助成金を支給するよう要件を緩和する方針

であるといいます。しかし、企業が実際に休業手当を支払った

ことが受給要件であるため、申請から支給開始までは数か月か

かる場合もあります。申請を検討している企業は、実際に助成

金を受け取るまで の間、休業手当の支払

いによる資金繰り対策までを視野に入れ

る必要があることにご留意下さい。

（社会保険労務士 岸 妙恵子）

教壇に立つことを第一の使命と考えていた経営学者

であり社会思想家でもあるP.F.ドラッカー。その教室

の最前列に陣取ってノートを取り、30年近くその教

えを研究し実務に携わったのが著者。訳者あとがきで

述べているように「ドラッカー先生の教えは、経営者

やマネージャーだけでなく、働く人すべてにとって公

私両面で役に立つものだ。…自信をどう培うべきか、

…責務を誠実に果たすとはどういうことかなど。まさ

に生き方と働き方に関わっているのである」。どう考

えるのか？どう行動したらよいか？些細な事柄でも役

立つ知恵がこの本に詰まっている。

「将来は予測できないが、切り開くことはできる。

先生はどの講義でも必ずこの話をしていた。（第11

章）」―今、私達が置かれている状況からも言えるこ

とである。ご参考になればと思う。

★P.F.ドラッカー著『ネクスト・ソサエティ―歴史が見た

ことのない未来がはじまる―』（ダイヤモンド社、200

2年）もお勧めしたい一冊である。 （Ｍ．村田）

ドラッカー先生の授業

私を育てた知識創造の実験室

ウィリアム.Ａ.コーン [ 有賀裕子: 訳]
ランダムハウス講談社
定価 1,900円 2008年9月25日発行

税金の話題 ～税制改正の流れ～

平成21年度税制改正は、1月23日に閣議決定され、今後、

法案作成が進められます。今回の改正は、土地等譲渡所得の

1,000万円控除の創設、中小法人の法人税率の軽減、相続税に

おける非上場株式の納税猶予制度の創設・農地等の納税猶予制

度の見直し、外国子会社配当金益金不算入制度の導入など、現

状の経済金融情勢を踏まえた措置が盛り込まれており、今後の

国会での議論の行方が注目されます。

ところで、毎年税制改正についてはどのような議論がなされ

るのでしょうか。それは、夏ごろ各省が提出する「税制改正要

望」から始まります。それを踏まえ11月下旬に政府税調の

「答申」が、12月中旬に与党税調と財務省のそれぞれの「大

綱」が提出され、翌年1月の政府における「要綱」の閣議決定

後、法案が作成され、国会での承認を経て4月に施行されると

いった過程を踏んで改正がなされます。政府税調の議論は中長

期的な租税政策も議論されるのに対して、与党税調は単年度の

税制改正を主軸にしているといった特徴があります。

税制を考える上では、租税の中長期的な方向性と税制の単年

度改正項目という両輪が重要とされますが、現下の厳しい経済

情勢の中、税制は国民の生活に直結するものであるがゆえに、

これら機関の中でどのような議論がなさ

れ、どのような法案が提出されるかと

いった内容に注目する必要があります。

（税理士 渡邊 利明）


